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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期

第３四半期連結
累計期間

第20期
第３四半期連結
累計期間

第19期

会計期間

自平成25年
　４月１日
至平成25年
　12月31日

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　12月31日

自平成25年
　４月１日
至平成26年
　３月31日

売上高 （百万円） 18,326 20,874 24,556

経常利益 （百万円） 2,071 2,291 2,755

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,238 1,528 1,678

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,239 1,528 1,678

純資産額 （百万円） 13,772 15,398 14,211

総資産額 （百万円） 16,934 19,173 17,991

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 180.84 223.20 245.01

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 81.3 80.3 79.0

 

回次
第19期

第３四半期連結
会計期間

第20期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成25年
　10月１日
至平成25年
　12月31日

自平成26年
　10月１日
至平成26年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 49.03 68.42

（注）1. 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

　 載しておりません。

2. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

3. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。

4. 当社は、平成25年10月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首

  に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善など緩やかな景気回復が見られ

ますが、消費増税の駆け込み需要反動の長期化や円安に伴う物価高による実質賃金の下落など、消費マインドは低

調に推移しており、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当業界におきましては、夏場の天候不順、円安などによる原材料価格の上昇及び人手不足を背景とした人件費

関連コスト等の上昇など依然として厳しい経営環境が続いております。

　このような環境の下、当社グループといたしましては、「お客様に喜んでいただき、選んでいただく店舗作り」

を目指し、価格を据置く一方で、「食肉の専門集団」の強みであるカット技術を活かして品質向上に努め、お客様

にとって価値感・満足感のある商品を提供するなど他社との差別化を図り、既存店の強化を行ってまいりました。

店舗数につきましては、株式会社アクトグループの新規連結による12店舗に新規出店9店舗（焼肉事業8店舗、

その他の事業1店舗）を加えた結果、当第３四半期連結会計期間末の店舗数は217店舗となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高20,874百万円（前年同期比13.9%増）、営業利益

2,233百万円（前年同期比10.0％増）、経常利益2,291百万円（前年同期比10.6％増）、四半期純利益1,528百万円

（前年同期比23.4％増）と増収増益となり、過去最高となりました。

また、株式会社あみやき亭単体の当第３四半期累計期間の業績は、売上高16,246百万円（前年同期比5.4%

増）、営業利益1,838百万円（前年同期比2.4％増）、経常利益1,915百万円（前年同期比2.1％増）、四半期純利益

1,221百万円（前年同期比14.2％増）と増収増益となり、過去最高となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

＜焼肉事業＞

焼肉事業の当第３四半期連結会計期間末の店舗数は、8店舗新規出店した結果、142店舗となりました。内訳

は、あみやき亭107店舗、どんどん15店舗、かるび家5店舗、スエヒロ館9店舗、ほるたん屋2店舗、ブラックホール

3店舗、ほうらず1店舗であります。

当社が経営する「あみやき亭」では、品質の向上に徹底的にこだわり「お客様にとって価値感・満足感のある

商品」の提供に努め、既存店強化に努めてまいりました。

また、「食肉の専門集団」である強みを活かした名古屋市場直送の新鮮な朝挽きホルモンをその日のうちにお

客様へ提供する牛タンとホルモン専門店の「ほるたん屋」におきましては、引き続きお客様に満足感・価値感のあ

るものとなるよう更に商品の磨きこみを行っております。

株式会社スエヒロレストランシステムが経営する焼肉「スエヒロ館」につきましては、「食肉の専門集団」で

ある強みを活かして「チェーン店価格」での商品を提供しております。

　以上の結果、焼肉事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は、16,129百万円（前年同期比9.2％増）となりま

した。

 

＜焼鳥事業＞

焼鳥事業の当第３四半期連結会計期間末の店舗数は、56店舗であります。

　焼鳥事業は、当社が経営する「元祖やきとり家美濃路」であります。

焼鳥事業におきまして、以前より最優先事項として内部取り組みを行ってまいりましたが、既存店売上は前年

を上回るなど成果が鮮明化しております。引き続き、焼きの技術向上はもとより基本の徹底や接客・サービスのレ

ベル向上に向けた社員教育の取組みを行ってまいります。

以上の結果、焼鳥事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は、2,787百万円（前年同期比1.1％増）となりま

した。
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＜その他の事業＞

その他の事業の当第３四半期連結会計期間末の店舗数は、1店舗新規出店した結果、19店舗であります。

内訳は、株式会社スエヒロレストランシステムが経営する、レストランの「スエヒロ館」6店舗、居酒屋「楽市」3

店舗と株式会社アクトグループが経営する寿司業態の「すしまみれ」4店舗、ダイニング5店舗、イタリアンレスト

ラン1店舗であります。

　レストランの「スエヒロ館」につきましては、「食肉の専門集団」である当社グループの強みを活かした「100%

国産ハンバーグ」「国産牛ステーキ」を提供するハンバーグ・ステーキの専門店として、引続き品質の向上に努め

てまいりました。

居酒屋「楽市」につきましても、メニュー開発を行うとともに商品の品質向上やお客様の立場に立った接客・

サービスの向上に努めてまいりました。

また、寿司業態、ダイニング業態、イタリアン業態とも快適な空間で食事を楽しんで頂くことを目指し、改

修・改装に取り組むとともに都心に新規出店いたしました。

以上の結果、その他の事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は1,956百万円（前年同期比145.3％増）とな

りました。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

（４）財政状態の分析

（資産の部）

　当第３四半期連結会計期間末の資産の内、流動資産は、現金及び預金の増加等により8,741百万円となり、前

連結会計年度末と比較して、862百万円増加しました。

　固定資産は、建物の増加等により、10,432百万円となり、前連結会計年度末と比較して、318百万円増加しま

した。

　以上の結果、資産の部は、19,173百万円となり、前連結会計年度末と比較して、1,181百万円の増加となりま

した。

（負債の部）

　当第３四半期連結会計期間末の負債の内、流動負債は、未払法人税等の減少等により3,281百万円となり、前

連結会計年度末と比較して、23百万円減少しました。

　固定負債は、資産除去債務の増加等により、493百万円となり、前連結会計年度末と比較して、18百万円増加

しました。

　以上の結果、負債の部は、3,774百万円となり、前連結会計年度末と比較して、5百万円の減少となりました。

（純資産の部）

　当第３四半期連結会計期間末の純資産は、利益剰余金の増加等により15,398百万円となり、前連結会計年度末

と比較して、1,186百万円の増加となりました。

　以上の結果、自己資本比率は、80.3％となり前連結会計年度末と比較して、1.3ポイント増加となりました。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,400,000

計 14,400,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年2月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,848,800 6,848,800

東京証券取引所

（市場第一部）

名古屋証券取引所

（市場第一部）

 

単元株式数

100株

 

計 6,848,800 6,848,800 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成26年10月１日～

平成26年12月31日
－ 6,848,800 - 2,473 - 2,426

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 - - -

議決権制限株式（自己株式等） - - -

議決権制限株式（その他） - - -

完全議決権株式（自己株式等） - - -

完全議決権株式（その他） 普通株式6,848,400 68,484

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式

単元未満株式 400 - -

発行済株式総数 6,848,800 - -

総株主の議決権 - 68,484 -

 

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義所有株式

数（株）

他人名義所有株式

数（株）

所有株式数の合計

（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

- - - - - -

計 - - - - -

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,124 7,737

預け金 72 259

売掛金 1 2

商品及び製品 51 63

原材料及び貯蔵品 196 198

繰延税金資産 183 146

その他 247 332

流動資産合計 7,878 8,741

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 4,656 4,782

構築物（純額） 327 340

機械及び装置（純額） 167 189

車両運搬具（純額） 17 12

工具、器具及び備品（純額） 158 190

土地 1,336 1,336

建設仮勘定 2 25

有形固定資産合計 6,667 6,878

無形固定資産   

ソフトウエア 1 5

のれん 679 645

その他 42 40

無形固定資産合計 723 691

投資その他の資産   

投資有価証券 3 4

長期貸付金 264 256

繰延税金資産 333 356

差入保証金 1,271 1,375

投資不動産 283 282

その他 564 586

投資その他の資産合計 2,722 2,862

固定資産合計 10,113 10,432

資産合計 17,991 19,173
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,042 993

未払金及び未払費用 1,056 1,248

未払法人税等 689 258

賞与引当金 131 92

役員賞与引当金 － 22

株主優待引当金 3 4

ポイント引当金 38 43

資産除去債務 2 －

その他 340 617

流動負債合計 3,305 3,281

固定負債   

負ののれん 0 －

繰延税金負債 24 28

資産除去債務 309 329

その他 140 134

固定負債合計 474 493

負債合計 3,779 3,774

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,473 2,473

資本剰余金 2,426 2,426

利益剰余金 9,310 10,496

株主資本合計 14,210 15,397

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 0 1

その他の包括利益累計額合計 0 1

純資産合計 14,211 15,398

負債純資産合計 17,991 19,173
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 18,326 20,874

売上原価 6,673 7,774

売上総利益 11,653 13,099

販売費及び一般管理費 9,624 10,866

営業利益 2,029 2,233

営業外収益   

受取利息 12 9

受取配当金 0 0

受取賃貸料 8 8

協賛金収入 13 35

その他 8 4

営業外収益合計 42 59

営業外費用   

不動産賃貸費用 0 0

営業外費用合計 0 0

経常利益 2,071 2,291

特別利益   

固定資産売却益 1 －

受取保険金 2 －

特別利益合計 3 －

特別損失   

固定資産除却損 21 10

減損損失 51 58

保険解約損 4 －

その他 8 －

特別損失合計 85 69

税金等調整前四半期純利益 1,989 2,221

法人税、住民税及び事業税 740 675

法人税等調整額 10 18

法人税等合計 751 693

少数株主損益調整前四半期純利益 1,238 1,528

四半期純利益 1,238 1,528
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,238 1,528

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 0 0

その他の包括利益合計 0 0

四半期包括利益 1,239 1,528

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,239 1,528
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

減価償却費 557百万円 553百万円

のれんの償却額 － 33百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり配当

額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年6月12日

定時株主総会
普通株式 136 2,000 平成25年3月31日平成25年6月13日 利益剰余金

平成25年10月1日

取締役会
普通株式 136 2,000 平成25年9月30日平成25年12月10日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり配当

額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年6月11日

定時株主総会
普通株式 171 25 平成26年3月31日平成26年6月12日 利益剰余金

平成26年10月1日

取締役会
普通株式 171 25 平成26年9月30日平成26年12月10日 利益剰余金

（注）当社は、平成25年10月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント その他

（注）
合計

 焼肉事業 焼鳥事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 14,771 2,757 17,528 797 18,326

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － －

計 14,771 2,757 17,528 797 18,326

セグメント利益 1,880 96 1,977 53 2,030

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、居酒屋事業及びレストラン事

業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,977

「その他」の区分の利益 53

全社費用（注） △1

四半期連結損益計算書の営業利益 2,029

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「焼鳥事業」セグメントにおいて、店舗の減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において51百万円であります。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント その他

（注）
合計

 焼肉事業 焼鳥事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 16,129 2,787 18,917 1,956 20,874

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － －

計 16,129 2,787 18,917 1,956 20,874

セグメント利益 1,957 156 2,113 153 2,267

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、居酒屋事業及びレストラン事

業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 2,113

「その他」の区分の利益 153

全社費用（注） △34

四半期連結損益計算書の営業利益 2,233

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「焼肉事業」及び「焼鳥事業」セグメントにおいて、店舗の減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において「焼肉事業」セグメント52百万円、

「焼鳥事業」セグメント6百万円であります。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 180円84銭 223円20銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1,238 1,528

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,238 1,528

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,848 6,848

（注）１．潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２．当社は、平成25年10月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に

　　　　　当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

EDINET提出書類

株式会社　あみやき亭(E03398)

四半期報告書

14/17



（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　中間配当に関する事項

　平成26年10月1日開催の取締役会において、当期中間配当につき、次のとおり決議しました。

①中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　 　171百万円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　   25円00銭

③支払請求の効力発生日および支払開始日　　平成26年12月10日

（注）1.平成26年9月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行いました。

     2.当社は、平成25年10月1日付で株式1株につき100株の株式分割を行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年2月12日

株式会社あみやき亭

取締役会　御中

 

有限責任　あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥谷　浩之　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 楠元　宏　　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あみや

き亭の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あみやき亭及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。
 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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